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平
成

平
成

平
成

平
成
２２ ２２
８８ ８８
年
度

年
度

年
度

年
度
    
行行 行行
    
事事 事事
    
総総 総総
    
括括 括括
 

行
事
回
数

行
事
回
数

行
事
回
数

行
事
回
数
：： ：：
６
０

６
０

６
０

６
０
回回 回回

( ６
０

)  
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者
：： ：：
１
２
３

１
２
３

１
２
３

１
２
３
名名 名名

( １
０
６

) 

延
参
加
者

延
参
加
者

延
参
加
者

延
参
加
者
：： ：：
５５ ５５
１
０

１
０

１
０

１
０
名名 名名

( ５
８
３

)  
 

 
 

 
 

 
 
延
参
加
日
数

延
参
加
日
数

延
参
加
日
数

延
参
加
日
数
：： ：：
７
０
０

７
０
０

７
０
０

７
０
０
日日 日日

( ８
２
４

) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 括
弧
内
は
昨
年
度

) 

昨
年
に
比
べ
て
行
事
回
数
は
同
回
数
で
あ
っ
た
が
、
延
参
加
者
１
２

．

５
％
、
延
参
加
日
数
１
５

．
０
％
と
共
に
減
少
し
、
一
行
事
あ
た
り
の
参

加
者
は
、
９

．
７
人
か
ら
８

．
５
人
と
１
．
２
人
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
一

年
を
振

返
る

と
十
二

項
目

の
特
記

事
項

が
あ
り

ま
し

た
の
で

、

列
挙
致
し
ま
す
。

 

 

一一 一一
、、 、、
新
春
初
山
行

新
春
初
山
行

新
春
初
山
行

新
春
初
山
行
    
十
津
川
村

十
津
川
村

十
津
川
村

十
津
川
村
・・ ・・
ア
ン
シ
ョ
ウ

ア
ン
シ
ョ
ウ

ア
ン
シ
ョ
ウ

ア
ン
シ
ョ
ウ
山山 山山

( ⅢⅢ ⅢⅢ
△△ △△
１
０
９
９

１
０
９
９

１
０
９
９

１
０
９
９

．． ．．
４４ ４４
ｍｍ ｍｍ

) 

実
施
日
；
１
月
２
日
、
十
津
川
村
武
蔵
と
大
野
・
片
川
集
落
と
の
生
活
道

の
跡
が
残
る
石
畳
・
道
標
の
あ
る
道
を
辿
り
焼
峰
峠
へ
。
雑
木
尾
根
の
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
返
し

8
9
0
m

の
ピ
ー
ク

( ５
６
号
鉄
塔

) へ
。
こ
こ
か
ら

は
、
護
摩
壇
山
系
か
ら
玉
置
山
方
面
の
山
並
み
が
一
望
さ
れ
た
。

 

山
頂
は
植
林
で
展
望
が
な
い
が
、
新
春
ら
し
く
国
旗
を
三
角
点
に
立
て

万
歳
三
唱
！
 
新
雪
が
あ
る
と
か
な
り
き

つ
い

尾
根
道

と
な

る
だ
ろ

う
。
 

8
9
0
m

の
ピ
ー
ク
下
鞍
部
に
戻
り
、
新
春
恒
例
の
焚
火
を
囲
ん
で
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
、
幸
先
の
良
い
年
初
行
事
と
な
っ
た
。

 

二二 二二
、、 、、
第第 第第
５
７

５
７

５
７

５
７
回
十
二
支
会
例
会

回
十
二
支
会
例
会

回
十
二
支
会
例
会

回
十
二
支
会
例
会
「「 「「
猿猿 猿猿
ヶヶ ヶヶ
嶽嶽 嶽嶽
ⅣⅣ ⅣⅣ
△△ △△
４
２
９

４
２
９

４
２
９

４
２
９

．． ．．
６６ ６６
ｍ
」

ｍ
」

ｍ
」

ｍ
」
協
賛
行
事

協
賛
行
事

協
賛
行
事

協
賛
行
事

 

実
施
日
；
１
月
９
日
～
１
１
日
、
前
夜
祭
の
山
口
市
・
湯
田
温
泉
「
常

盤
」
に
５
３
名
が
集
い
、
当
ぐ
る
ー
ぷ
か
ら
会
員
７
名

+
ビ
ジ
タ
ー
１
０

名
が
参
加
し
て
親
睦
を
深
め
た
。
玉
岡
さ
ん
親
子
は
、
前
日
に
出
発
さ
れ

前
山
と
し
て
「
江
嶺
山
」
に
登
り
前
夜
祭
に
参
加
。

 

１
０
日
；
猿
ヶ
岳
山
頂
に
は
、
十
二
支
会
玉
岡
元
会
長
も
登
頂
さ
れ
、

 

今
西
流
の
万
歳
三
唱
！
慶
祝
祝
行
事
が
行
わ
れ
、
風
も
な
く
暖
か
か
っ
た
。
 

下
山
後
急
遽
、
新
宮
組
は
翌
日
の
後
山
と
し
て
、
宮
島
・
弥
山
へ
登
る

 

事
に
な
り
、
山
口
市
内
を
観
光
し
、
岩
国
市
錦
帯
橋
傍
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

 

１
１
日
；
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
組
と
椎
木
さ
ん
案
内
で
大
元
コ
ー
ス
か
ら
弥

 

山
( ５

３
５
ｍ

) に
登
頂
。
下
山
後
「
牡
蠣
小
屋
」
で
食
事
を
し
て
帰
新
。
 

三三 三三
、、 、、
深
仙
宿
小
屋

深
仙
宿
小
屋

深
仙
宿
小
屋

深
仙
宿
小
屋
のの のの
改
修

改
修

改
修

改
修

( 増
床

増
床

増
床

増
床
・・ ・・
宿
内
塗
装

宿
内
塗
装

宿
内
塗
装

宿
内
塗
装
・
ソ
ー
ラ
ー

・
ソ
ー
ラ
ー

・
ソ
ー
ラ
ー

・
ソ
ー
ラ
ー
発
電

発
電

発
電

発
電
・・ ・・
窓
設
置

窓
設
置

窓
設
置

窓
設
置

) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
とと とと
釈
迦

釈
迦

釈
迦

釈
迦
ヶヶ ヶヶ
岳
周
辺
登
山
道

岳
周
辺
登
山
道

岳
周
辺
登
山
道

岳
周
辺
登
山
道
のの のの
笹
刈

笹
刈

笹
刈

笹
刈
りり りり
道
普
請

道
普
請

道
普
請

道
普
請

 

増
床
工
事

( ３
月
２
１
日
・
４
月
２
日

) 、
宿
内
塗
装

( ４
月
１
０
日

) 、
ソ
ー

 

ラ
ー
発
電
装
置
設
置

( ４
月
１
６
日

) 、
窓
設
置

( ５
月
１
日

) に
よ
り
、
暗
い

 

避
難
小
屋
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
し
、
宿
泊
人
数
増
と
明
る
い
避
難
小
屋
に

 

改
修
さ
れ
た
。
こ
の
作
業
に
は
、
主
に
梶
野
・
児
嶋
・
松
本
吉
殖
氏
が
個
々

 

に
携
さ
わ
ら
れ
ま
し
た
。

 

釈
迦
ヶ
岳
周
辺
登
山
道
の
笹
刈
は
、
会
友
・
青
木
氏
が
大
半
個
人

山
行
と
し
て
、
自
発
的
に
笹
刈
り
を
実
施
し
て
下
さ
っ
た
も
の
で
賞

賛
に
値
し
ま
す
。
 

 

四四 四四
、、 、、
奈
良
森
林
管
理
事
務
所

奈
良
森
林
管
理
事
務
所

奈
良
森
林
管
理
事
務
所

奈
良
森
林
管
理
事
務
所
とと とと
「「 「「
多
様

多
様

多
様

多
様
なな なな
活
動

活
動

活
動

活
動
のの のの
森森 森森
」」 」」
協
定
書
更
新

協
定
書
更
新

協
定
書
更
新

協
定
書
更
新
・・ ・・
認
可

認
可

認
可

認
可

 

    
３
月
３
０
日
に
協
定
書
が
再
更
新
さ
れ
、
平
成
３
２
年
度
迄
認
可
さ
れ
た
。
 

五五 五五
、
モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル
のの のの
設
置

設
置

設
置

設
置

( 行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
補
給
路

補
給
路

補
給
路

補
給
路
登
山
口

登
山
口

登
山
口

登
山
口
～～ ～～
浦
向
道
分
岐
下

浦
向
道
分
岐
下

浦
向
道
分
岐
下

浦
向
道
分
岐
下
迄迄 迄迄

) 

    
    
新
宮
信
用
金
庫
井
上
常
務
様
か
ら
５
０
万
円
ず
つ
拠
出
し
て
、
モ
ノ
レ

ー
ル
設
置
を
提
起
さ
れ
、
㈱
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
谷
社
長
に
相
談
さ
れ
た
。

 

現
地
を
見
て
「
付
け
た
る
」
と
即
決
し
て
頂
き
、
山
主
の
上
平
一
郎
前

下
北
山
村
村
長
の
快
諾
を
得
て
、
補
給
路
登
山
口
か
ら
浦
向
道
分
岐
下
迄
、

標
高
差
１
３
０
ｍ
・
長
さ
２
６
０
ｍ
が
㈱
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
に
よ
り
４
月

上
旬
に
架
設
、
高
齢
化
の
会
友
に
と
っ
て
荷
上
げ
が
本
当
に
楽
に
な
る
。

 

㈱
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
谷
社
長
は
、
山
彦
の
活
動
を
理
解
下
さ
り
、
玉
岡
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さ
ん
親
子
が
行
仙
宿
巡
回
を
終
え
、
肩
と
腰
に
ロ
ー
プ
を
結
わ
え
て
下
山

さ
れ
る
姿
に
感
動
さ
れ
、
高
額
な
「
モ
ノ
レ
ー
ル
一
式
」
寄
贈
、
又
「
し

ん
き
ん
世
界
遺
産
応
援
募
金
会
」
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
駐
機
小
屋
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
に
５
０
万
寄
付
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
く
衷
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 
 
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
地
崩
落
防
止

( ５
月
５
日

) 、
駐
機
小
屋
組
立
工
事

( ５

月
１
日
・
１
５
日
・
２
２
日
・
６
月
４
日

) に
は
、
延
２
９
名
の
作
業
者
に

よ
り
完
工
し
た
。
 
 

 

六六 六六
、、 、、
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
のの のの
屋
根

屋
根

屋
根

屋
根
ト
タ
ン

ト
タ
ン

ト
タ
ン

ト
タ
ン
塗
装

塗
装

塗
装

塗
装

( ペ
ン

ペ
ン

ペ
ン

ペ
ン
キキ キキ
塗
替

塗
替

塗
替

塗
替
ええ ええ

) 

 
 
 
会
友
・
三
井
さ
ん
勤
務
の
㈱
斉
藤
鐵
工
所
で
は
、
余
っ
た
ペ
ン
キ
を
廃

棄
す
る
と

の
事

か
ら
、
廃
棄
ペ
ン
キ

を
貰
え
な
い

か
打
診
し
た

と
こ

ろ
、

下
検
分

( ４
月
８
～
９
日

) に
来
ら
れ
て
、
下
塗
り

( エ
ポ
オ
キ
シ
樹
脂
塗
料

)

と
上
塗
り

( ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
塗
料

) の
二
度
塗
り
を
推
奨
し
て
下
さ
る
。
 

㈱
斉
藤
鐵
工
所
の
社
員
教
育
の
一
環
と
し
て
、
塗
料
無
償
提
供
の
上
４

名
が
上
塗
り
作
業

( ６
月
１
１
～
１
２
日

) を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
玄
関

屋
根
な
ど
は
、
下
塗
り
塗
料
が
足
り
ず
、
塗
料
を
追
加
し
て
頂
き
下
塗
り

( ７
月
３
１
日

) を
終
え
た
。

 

 
 
 
前
回
の
下
塗
り
塗
装
の
塗
料
不
足
は
、
撹
拌
不
足
に
因
る
と
の
事
か
ら

撹
拌
機
を
持
参
さ
れ
、
上
塗
り
塗
装

( １
１
月
５
～
６
日

) を
実
施
し
塗
り

終
え
た
。
行
仙
宿
の
屋
根
ト
タ
ン
は
、
下
塗
り
・
上
塗
り
の
二
度
塗
り
し

た
事
に
よ
り
、
陽
光
・
風
雨
に
よ
り
耐
え
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

七七 七七
、、 、、
笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲

笠
捨
山
捲
きき きき
道道 道道

( 旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

) のの のの
改
修

改
修

改
修

改
修
・・ ・・
補
修

補
修

補
修

補
修

 

    
    
    
平
成
２
３
年
の
台
風
１
２
号
の
紀
伊
半
島
豪
雨
に
よ
り
、
笠
捨
山
の
捲

き
道

( 旧
逓
信
道
・
鉄
塔
巡
視
路

) の
桟
木
が
崩
落
し
放
置
さ
れ
て
い
た
。

 

 
 
昨
秋
の
創
立
４
０
周
年
祝
賀
会
の
席
上
、
電
源
開
発
㈱
橋
本
流
通
事
業
所

長
さ
ん
に
改
修
資
材
と
し
て
、
バ
イ
プ
杭
の
提
供
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、「

く

い
丸
；
６
０
本
」
を
行
仙
宿
に
荷
揚
げ
し
て
下
さ
っ
た
。

 

 
 
後
世
に
残
す
べ
き
歴
史
と
由
緒
あ
る
旧
道
で
あ
り
、
５
月
連
休
中

( ４
月
３

０
～
５
月
８
日

) に
７
回
延
２
７
名
に
て
改
修
・
補
修
を
完
了
し
た
。
支
谷
を

横
切
る
地
点
は
、
資
材
不
作
で
完
全
に
補
修
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
歩
き
易

く
な
っ
た
。

 

八八 八八
、、 、、
四
国

四
国

四
国

四
国
「「 「「
石
鎚

石
鎚

石
鎚

石
鎚
山山 山山
・・ ・・
飯
野
山

飯
野
山

飯
野
山

飯
野
山

( 讃
岐
富
士

讃
岐
富
士

讃
岐
富
士

讃
岐
富
士

) 」」 」」
登
頂

登
頂

登
頂

登
頂
遠
征

遠
征

遠
征

遠
征

 

    
実
施
日
；
１
０
月
１
日
～
３
日
；
昨
年
の
北
海
道
遠
征
に
続
く
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
企
画
。
頂
上
直
下
で
転
落
事
故
死
を
目
撃
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
が
、
２

５
名
全
員
が
無
事
に
石
鎚
山
・
石
鎚
神
社

( 弥
山

; １
９
７
４
ｍ

) に
登
拝
し
た
。

翌
日

( ３
日

) 、
飯
野
山

( 讃
岐
富
士

; Ⅲ
△
４
２
１
．
９
ｍ

) に
登
頂
し
た
。

 

九九 九九
、、 、、
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
でで でで
医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人
や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ
会会 会会
のの のの
道
普
請

道
普
請

道
普
請

道
普
請
とと とと
懇
親
会

懇
親
会

懇
親
会

懇
親
会

 

    
    
実
施
日
；
１
０
月
１
５
日
～
１
６
日
、
１
年
半
ぶ
り
に
腎
・
循
環
器

も
は

ら
ク
リ
ニ

ッ
ク
関
係

者
１

４
名

が
道
普
請

に
参

加
し

て
下

さ
っ

た
。
こ
の
内
、
３
名
は
葛
城
２
８
宿
の
行
者
さ
ん

( 葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊

) で

初
参
加
さ
れ
た
。

 

東
側
犬
走
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
、
補
給
路
の
小
屋
か
ら
第
２
サ
コ
土
砂

止
め
、
間
伐
薪
材
の
引
上
げ
と
薪
割
り
作
業
の
道
普
請
に
分
れ
て
携
わ
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

 

翌
日
、
台
風
１
６
号
以
後
の
行
仙
宿
～
持
経
宿
間
の
南
奥
駈
道
の
点
検
巡

視
を
し
て
頂
い
た
が
、
支
障
な
し
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
行
事

に
ビ

ー
ル
１

２
箱
等
の
荷
上
げ
及
び
多
額
の
志
納
金
(
１

０
万

円
)を

頂
き
、
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

十十 十十
、、 、、
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
のの のの
和和 和和
式式 式式
ト
イ
レ
を

ト
イ
レ
を

ト
イ
レ
を

ト
イ
レ
を
腰
掛
便
座
据
置

腰
掛
便
座
据
置

腰
掛
便
座
据
置

腰
掛
便
座
据
置

 

    
    
実
施
日
：
１
１
月
２
０
日
、
和
式
ト
イ
レ
を
簡
易
腰
掛
便
座
に
改
装
し
た
。
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和
式
ト
イ
レ
排

出
口

に
合
せ

て
据

置
く

と
ド

ア
と

の
間
隔

が
狭

く
窮
屈

な

姿
勢
に
な
り
、
１
２
月
１
８
日
、
前
へ
１
０
㎝
拡
幅
し
て
解
消
し
た
。

 

十
一

十
一

十
一

十
一
、、 、、 「「 「「

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦

新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ
創
立

創
立

創
立

創
立
４
０

４
０

４
０

４
０
年年 年年
のの のの
活
動

活
動

活
動

活
動
のの のの
歩歩 歩歩
みみ みみ
」」 」」
記
録
誌

記
録
誌

記
録
誌

記
録
誌
のの のの
発
刊

発
刊

発
刊

発
刊

 

行
事
報
告
書
は
、
玉
岡
さ
ん
が
手
書
き
清
書
し
て
記
録
が
保
管
さ
れ
て
来

ま
し
た
が
、
活
動
に
携
わ
ら
れ
た
先
輩
諸
兄
の
方
々
が
、
ど
の
様
な
作
業
に

参
加
さ
れ
た
の
か
は
、
現
状
で
は
把
握
し
づ
ら
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。
又
、

コ
ピ
ー
で
大
半
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
経
年
劣
化
し
判
読
出
来
な
く
な
る
事

か
ら
、
後
世
に
残
す
に
は
電
子
記
録
媒
体
に
と
し
て
記
録
を
保
管
す
る
必
要

が
あ
り
、「

行
事
回
数
・
実
施
日
・
行
事
名
・
参
加
者
名
」
一
覧
表
の
記
録
誌

を
編
纂
し
、
１
０
月
２
０
に
発
刊
・
発
送
し
た
。

 

十十 十十
二二 二二
、、 、、
公
益
財
団
法
人

公
益
財
団
法
人

公
益
財
団
法
人

公
益
財
団
法
人
・・ ・・
社
会
貢
献
支
援
財
団

社
会
貢
献
支
援
財
団

社
会
貢
献
支
援
財
団

社
会
貢
献
支
援
財
団
のの のの
社
会
貢
献
者
表
彰
受
賞

社
会
貢
献
者
表
彰
受
賞

社
会
貢
献
者
表
彰
受
賞

社
会
貢
献
者
表
彰
受
賞
とと とと
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表
彰
式
典
報
告
会
開
催

表
彰
式
典
報
告
会
開
催

表
彰
式
典
報
告
会
開
催

表
彰
式
典
報
告
会
開
催

 

こ
の
度
、
和
歌
山
県
か
ら
推
薦
の
選
考
書
類
を
提
出
し
て
頂
き
、
８
月
９

日
に
社
会
貢
献
支
援
財
団
・
天
城
一
専
務
理
事
が
審
査
下
見
に
行
仙
宿
に
来

宿
・
来
新
さ
れ
、
９
月
５
日
付
け
で
受
賞
決
定
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

 

社
会
貢
献
支
援
財
団
は
、
１
１
月
４
日
に
第
４
７
回
の
「
社
会
貢
献
の
功

績
５
１
件
」
の
受
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

表
彰
式
典
が
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
・
孔
雀
の
間
で
執
り
行
わ
れ
、
１
１
月
２

７
日
１
８
時
か
ら
約
１
５
０
名
が
参
席
し
受
賞
者
懇
談
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
は
２
８
日
１
０
時
半
か
ら
開
式
。
約
６
０
０
名
が
参
席
し
、
内
閣

府
・
総
務
省
・
文
部
科
学
省
・
国
土
交
通
省
等
の
後
援
の
下
、
内
閣
総
理
大

臣
夫
人
・
安
倍
昭
恵
会
長
か
ら
賞
状
、
副
賞
の
日
本
財
団
賞
５
０
万
円

( 当
日
、

口
座
振
込

) を
授
与
さ
れ
た
。
祝
賀
会
は
１
２
時
４
０
分
か
ら
日
本
財
団
の
笹

川
陽
平
会
長
の
祝
辞
と
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
し
た
。

 

安
倍
昭
恵
会
長
と
記
念
撮
影
さ
せ
て
頂
く
と
共
に
「
大
山
の
頂
上
を
保
護

す
る
会
」
と
名
刺
交
換
し
懇
親
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

 

こ
の
受
賞
は
、
昭
和
５
９
年
か
ら
玉
岡
憲
明
前
世
話
人
代
表
の
下
に
、
先

輩
諸
兄
が
汗
水
を
流
し
て
来
ら
れ
た
、
延
一
万
八
千
人
の
奉
仕
活
動
に
携
わ

ら
れ
た
方
々
の
積
重
ね
が
、
高
く
評
価
さ
れ
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

 

こ
の
受
賞
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
く
認
知
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
会
設
立
当
初
の
会
の
趣
旨
と
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ

ず
に
、
今
後
も
当
ぐ
る
ー
ぷ
活
動
の
継
承
・
継
続
に
精
一
杯
努
力
す
る
所
存

で
す
。
皆
様
方
に
は
、
引
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

表
彰
式
典
の
報
告
会
は

( １
２
月
３
日

) 、
新
宮
市
・
阿
須
賀
会
館
で
５
２

名
が
参
集
し
、
受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
共
に
旧
知
の
会
友
と
語
ら
い

談
笑
し
、
盛
大
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

 最
後
に
、
２
８
年
度
の
行
事
遂
行
に
会
友
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

尚
、
昨
年
同
様
、
会
友
の
高
齢
化
に
よ
り
一
部
会
友
に
偏
り
が
ち
で
、
次

世
代
に
引
継
ぐ
た
め
の
新
会
友
の
勧
奨
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
皆
様
も
入

会
勧
奨
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 

２
９
年
度
に
は
、
来
春
の
行
仙
宿
・
行
者
堂
の
役
行
者
尊
像
修
復
後
の
開

眼
供
養
並
び
に
釈
迦
ヶ
岳
～
楊
枝
ノ
森
迄
の
倒
伏
石
柱
道
標
復
元
な
ど
の
課

題
事
項
が
あ
り
、
鳥
海
山

( 秋
田
・
山
形
県

) の
登
頂
遠
征
も
企
画
予
定
し
て

い
ま
す
。

 

皆
様
方
に
は
、
行
事
へ
の
参
加
に
ご
理
解
を
頂
き
、
引
続
き
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 文
責
 
川
島

)  
 


